
「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 28 円です。
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室谷一柊・朱琴・文音
平成 18 年、京都府美山町から能登町
大箱に移住した抒情書家。
4 月 14 日から 5 月 15 日にかけて、遠
島山公園を文化芸術の発信拠点とする

『遠島山公園「ハーモニーセンター」
物語』の 1 ページ目となる展覧会を
開催。
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